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私はこの生まれ育ったふるさと千葉市をより良くしたいとの思いで、政治の道を志しました。私は皆
様の代表として地域の声を市政へしっかり届けるため、皆様とのコミュニケーションを大切にして
おります。「共に新しい街づくりを！」モットーに1年生新人議員として、また千葉市議会環境経済委
員会副委員長として、千葉市のために渾身の努力を尽くして参ります。
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千葉県千葉市美浜区第十二支部　支部長
千葉市議会環境経済委員会副委員長
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市議会議員として、美浜区そして千葉市の課題に全力で取り組んでまいります！

すみ 隆仁

児童相談所について

フレッシュ! ミハ
マ、

         すみよい
美浜! たか ひと

「千葉市の児童虐待対応件数の過去3か年の推移について」、
「他の政令指定都市の児童相談所と比較した、相談対応件数、
児童福祉司数、児童福祉司一人当たりの受け持ち件数等つい
て」をお伺いします。

児童虐待相談として対応した件数
ですが、平成28年度は1,135件、
2 9年度は1 , 1 0 3件、3 0年度は
1,513件となっており、2年前と比
較しますと、33 . 3%の増となって
おります。
また、平成30年度の全政令指定都市の平均では、相談対
応件数2,089件、児童福祉司数40人、児童福祉司一人
当たりの受け持ち件数は52件となっており、これに対し
本市の状況は相談対応件数1,513件、児童福祉司数25
人で、児童福祉司一人当たりの受け持ち件数は61件と
なっております。

「保護した子ども達には、どのくらいの頻度で面接を
行い、評価をしているのか」をお伺いします。

担当の児童心理司が、保護した直後は週に数回、その
後は子どもの状況を見ながら週１回程度の面接により
子ども達のトラウマの評価や心のケアにあたっていま
す。また、一時保護所にいる心理担当職員が、日々子ど
もの心のケアや生活の中での観察を行っており、担当
の児童心理司と連携しながら対応しています。

虐待再発防止に向けた取り組みについて
お伺いします。

虐待の事実や虐待が生じた家庭内の要因について十分
に調査を行い、躾の一環として行われている暴力や暴言
も虐待であることを保護者に説明。虐待が子どもに与え
る悪影響について保護者と共有し、家族や親族、関係機
関等と話し合いながら、家庭における安全な養育プラン
を策定します。
さらに、地域の関係機関との連携により、家庭の安全を
継続的に見守り支援することで、虐待の再発防止に努
めております。

虐待対応した家庭のうち、ひとり親家庭は何件あったのか。
また、保護した子ども達の心のケアについてお伺いします。

平成30年度に対応した1,513件のうち、ひとり親家庭は
343件となっております。
子どもたちの心のケアは一時保護所では、暴言や暴力等を
受けることのない安全な生活環境であることを伝え、安心
感をもってもらうとともに、家族や学校、友人等から切り離
された寂しさや不安感を理解し、その軽減に努めています。
また、児童心理司が個別に面接を行い、子ども一人ひとりの
心理状況を把握し、虐待によるトラウマの評価と心理的ケア
など、子どもに寄り添いながら、心のケアに丁寧に取り組ん
でおります。

児童相談所において、弁護士や警察官ＯＢなどの専門人材の活用、職員の増員、資質向上等の取り組み、攻撃的な保護者への対応、立
入調査や臨検捜索等の法的対応の活用、子供の安全を第一に、子供の安否確認や保護者対応、組織的な対応を強化、虐待対応能力の
向上をより一層努めて頂きたいと思います。
児童福祉司１人当たりの相談件数についてですが、一人当たりの件数は61件となっており、児童虐待相談は、依然として高い水準で推
移していることから、職員の過重負担となり、子供たちへの配慮がおろそかになることがないよう、そして全国で起きているような悲し
い児童虐待が少しでも起きない社会を作るために、より一層の体制強化を要望いたします。

令和元年12月12日の第4回定例会において
すみ隆仁が一般質問を行いました。

一般質問 Q&A
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市政についての皆様のご意見・ご要望をお聞かせください！

すみ 隆仁
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日々の活動内容は で公開中！Facebook すみ 隆仁

T a k a h i t o  S u m i  C o n g r e s s  A c t i v i t y  R e p o r t

②台風１９号の際の千葉港
　の高潮対策について美浜区の諸問題について　

課題としては、ごみの出し方の違反や近隣との騒音トラブル、違法駐車問題など、文化や
言葉の違いから、共同生活のルールについて、十分に理解されていないことがあげられ、
対策として、入居説明会で英語、中国語版の「市営住宅のしおり」を配布するとともに、通訳
を介し説明するなどして、注意事項の周知を図ったことで、入居後のトラブルは減少傾向に
あります。引き続き外国語のチラシを配布、自動翻訳機等を活用し共同生活のルール説明
と注意を促すなどの訪問指導を行い、防止に努めております。

美浜区内市営住宅における外国人の現状と課題と
対策についてお伺いします。

ふるさと納税に関して

台風19号　接近に際し、千葉県
千葉港湾事務所からどのような
指示があったのか、また高潮対策
としてどのような対策をしたのか
お伺いします。

千葉県、千葉港湾事務所からは、横
引きゲートを閉鎖する可能性がある
ことから、市民等への周知、海側地
域への出入りの規制について事前準
備を進めるよう指示がありました。
また高潮対策の横引きゲートの閉鎖
による交通規制や避難勧告の際の
説明の実施、広報車等による周知、
千葉県や千葉県警察、市の関係課に
より、横引きゲートの閉鎖までの交
通規制等の行動計画や規制場所の
確認を行いました。

美浜区の外国人生徒人数は合計では５１０人で４.２％であり、市内６区の中で、最も外国人
児童生徒の割合が高くなっております。そこで「外国人児童生徒指導協力員」による日本
語の指導、面談時の通訳、家庭への連絡文の翻訳などを通じて、日本での生活に適応でき
るよう支援をしているほか、真砂地区に設置している「日本語指導通級教室」において、
日本語で授業に参加できる力が身に着くよう指導を行っております。指導協力員の巡回
指導の回数の確保、言語の多様化への対応のため指導員の増員や幸町小学校に自動翻訳機
を配備し、効果の検証を進めているところです。

美浜区内千葉市立小・中学校の外国人の現状と課題と対策についてお伺いします。

高浜第1～4団地の入居者数
及び国籍比率
（国籍は契約世帯主のものとし、家族の国籍による数は含まない）

①多文化共生について

今後も台風19号を超えるよう
な、台風が本市を直撃する可能
性も捨てきれませんので、迅速
に対応できるように、是非とも
千葉港湾事務所の機能を千葉
県から千葉市に移管することを
強く要望させていただきます。

入居者の出身国の開示と市営住宅に外国人の斡旋業者対策、公社職員による直接訪問指導、入居者説明会の開催を要望いたします。
また、千葉市立小中学校に関しては、外国人生徒の言葉問題解決のため、外国人児童生徒指導協力員の増員を希望いたします。
今後、超高齢化社会、人口減少が進む日本では、外国人もこの社会を支えてくださる貴重な人材となります。次の世代の為、将来の千葉
市のためにもよりいっそうの多文化共生に対する次世代への教育、市民の方々、外国人の方々への施策を強く求めます。

ふるさと納税の趣旨を踏まえつつ、
いただいた寄附を千葉市の魅力を
高める様々な事業に活用していくた
め、工夫を凝らし取り組んでおりま
す。寄附の使い道について、「パラ
スポーツ競技用具の整備」、「ひとり
親家庭の子どものための教育支援」
など27事業のメニューを用意し、幅
広く寄附を受け入れております。

ふるさと納税に関する千葉市の考
えをお伺いします。質問
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ふるさと納税制度によって市外に流出す
る税額はどれくらいかをお伺いします。

平成30年1月から12月までの個人の方か
らの寄附受入額2,220万円に対し、翌年
度の税収に影響する寄附金控除額は24
億6,440万円で、その差額は24億4,220
万円となります。
なお、寄附金控除額の約75％は交付税
として措置されるため、交付税措置を差
し引いた実質的な本市への影響額は5
億9,470万円になります。

質問
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本市のふるさと納税を利用した地場
産業の活性化に関してお伺いします。

お礼の品として市内障害者就労
施設で製造しているお菓子や木工
品ほか、今年度は季節ごとに地元
ちば産の旬の野菜を楽しんでいた
だける「ちば野菜ソムリエＢＯＸ」
を新たに追加。今後も本市の魅力
向上や地場産業の発展に繋がる
返礼品の拡充について検討して
参ります。
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本市も地方交付税措置で国から交付税が入ってくるからと言って、この制度もい
つ、かわるか分かりません。いつまでもこの制度に甘んじているのではなく、５億９４
７０万円という市民サービスの貴重な財源が流失してしまっている事実と向き合うこ
とです。また、市民の皆様から広くアイデアを募集し、千葉市独自の特産品の開発を
地元企業と共に行い地盤産業の活性化をふるさと納税という制度を活用して行い、
全国に千葉市の知名度を高め税収をあげる努力も行政には必要だと考えます。是
非、市長にも前向きなふるさと納税制度の活用を要望致します。

要望

ふるさと納税制度（個人住民税寄付金控除）の影響（H30）
寄付収入 税収（個人住民税） 【単位】：百万円

（＋8）
寄附収入 寄附収入 寄附控除 寄附控除

（＋14） （△2,456）

（△2,456）

（△1）

（△8）

（市内→市内） （市外→市内） （市内→市外） （市内→市内）

費
用

収入の減（A）

（A）×約 75％
（＋1,848）基準財政需要額（C）

基準財政収入額の減
＝

交付税の増

基準財政収入額（B） 寄附税（C－B）
寄附控除（市内→市外） △2,456
寄附控除（市内→市内） △8
寄附収入（市外→市内） ＋14
寄附収入（市内→市内） ＋8
交付税 ＋1,848
費用 △1

影響額 △595

同額


